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要 旨（300文字程度）

植物ウイルスベクター法とは，目的タンパク質をコードする遺伝子を導入した組換えウイルスベクターを植物に
感染させ，ウイルスの高増殖性を利用して目的タンパク質を植物で大量生産する技術である。しかしながら，多く
の植物ウイルスベクター法ではウイルスベクターの全身感染性は喪失している。そこで，全身感染するウイルスベ
クター法を確立するために，トランスジェニック相補レスキュー系の構築を試みた。植物ウイルスの細胞間移行タ
ンパク質（MP）を発現する組換えタバコを作出し，GFP遺伝子を発現するウイルスベクターを接種したところ，MP発
現タバコでのみ，GFP蛍光が植物体全体で観察され，組換え植物で発現させたMPがウイルスベクターの全身感染性を
相補できることを確認した。
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アグロを接種していない葉にもウイルスは移行し
て、細胞間移行と複製・翻訳を繰り返す

しかし、植物ウイルスは必要最小限の遺伝子しか持っていないので、高発現ベクター化すると全身感染できなくなる
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ゲノムPCRで組換え確認 抗体を使って、タンパク質の発現も確認

組換えタバコでウイルスベクターの全身感染を確認

見た目にほとんど変化なし

トランスジェニック相補レスキュー系による物質生
産

高発現する全身感染ウイルスベクター

MPがなくても植物全身に感染できることが

分かったので、ここに有用遺伝子を導入し
て、高発現させられる？
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抗原が高速大量
発現する優良苗

選別

・ウイルスベクター感染植物を高速で大量生産するための環境調節技術

・有用タンパク質生産・蓄積能力を高く維持するための環境調節技術

将来構想「ウイルスベクター感染植物の大量高速生産システ
ム」

ウイルスベクター接種

優良苗の大量生産


